
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○校内研究及び校内研修の充実

〇家庭学習を充実させるための取組

○全職員の研究授業の実施。

○家庭学習の時間について、１日あたりの各学年の目標
時間を達成した生徒が70％以上
  １学年：１時間３０分
　２学年：２時間
　３学年：２時間３０分

・各教科で校内研究に基づいた授業実践を行う。また、全
職員が年１回の研究授業を行い、授業の改善を図る。

・Ｑフレンズと自学ノートの取組の推進

・生徒会による家庭学習を充実させるための取組
（家庭学習に関する調査や集計発表、テスト予想問題の
作成・実施）

A

・各教科とも、校内研究計画に基づいて授業実践を行い、全職員
がラーニング・マウンテンを取り入れた授業を実施し、情業改善に
努めることができた。
・生徒会と連携し、Ｑフレンズなど家庭学習を充実させる取組を進
めることができた。また、生徒会を中心に、家庭学習に関する調査
と集計発表、テスト予想問題の作成などの活動に計画的に取り組
むことができた。
・3学期の家庭学習に関するアンケートでは、全体の約75％が１時
間30分以上学習していると答えた。各学年の目標時間の達成率
は１年約67％、２年約27％、３年約26％であり、家庭学習時間が増
えるような取組が今後も必要である。

B

・家庭学習の時間については、学年間で達成率の差が大き
い。実態に応じて時間や内容を工夫していけたらよい。
・家庭学習の時間が小学校時に比べて達成率が下がってい
るが、３年生の２３％は２学期以降改善が見られた。家庭学
習の動機付けの更なる対策をお願いしたい。
・個々が立てた学習計画に自覚をもって取り組めるように更
なる助言や支援をお願いしたい。

〇生徒の学習状況や課題の把握

○「知識・技能」の定着を目指した取組

〇「思考・判断・表現」の向上を目指した取組

〇各教科ともＱテストの１回目の合格率が50％以上にな
る。

○学期末テストや実力テストにおいて、「知識・技能」は
70％以上、「思考・判断・表現」は60％以上の生徒が到達
基準を超える。
※到達基準は過去の学習状況調査の問題等を基に各教
師で設定する。

・NINOや学習状況調査、各実力テストなどの分析により、
生徒の学習状況や課題を把握する。

・ＱタイムとＱテストの実施

・各教科において、「思考・判断・表現」を必要とするような
学習課題を設定した授業を計画的に実施する。

A

・各教科とも単元テストを実施することができた。
・ＱタイムとＱテストの取組を計画的に実施し，基礎学力の定着に
努めた。
・各教科とも「思考・判断・表現」を必要とするような学習課題を設
定した授業実践に努めた。
・基礎・基本を中心として実施したＱテストの１回目の合格率は、ほ
とんどが50％以上の結果だった。しかし、学年末テストや実力テス
トでは、「知識・技能」、「思考・判断・表現」とも、ほとんど教科で到
達基準を超えていない生徒が多かった。今後とも、「知識・技能」、
「思考・判断・表現」ともに学力向上を目指した取組が必要である。

A

・学力向上を目指して、全職員が研究授業に取組を今後も充
実させてもらいたい。
・放課後、教室に遅くまで電気がついているのを目にします。
先生方の熱心さ、努力はすばらしいと思います。生徒、保護
者にとっては、とてもありがたい。
・自分の意見・考えを発言できるよう工夫や取組をお願いした
い。

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやり
や社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「学校生活の中で相手を肯定する言葉掛けをしたり、態
度や行動を取り組んだりすることができた。」と回答をした
生徒80％以上

・年2回の人権教育アンケートを実施
・学級担任への「道徳の時間」や学級活動の指導案等の
提案
・「認め合い活動」の推進 B

・人権教育アンケートでは、「認め合い」活動　・　「伝え合い」活動
・　「学び合い」活動をとして、人付き合いがうまくいったと回答した
生徒は約８割だった。
・年度当初を中心に、道徳の時間を使って、具体的な指導を行い、
良好な人付き合いが広がり、生徒が安心して学校生活を送れるよ
うにしていきたい。

B

・生徒一人ひとりがいじめに値する言葉、行動を認識するとこ
ろから考えさせていかなければならないと思う。また、いじめ
ている生徒に勇気をもって「これは誤っているよ」と言える生
徒が増えることを願っている。
・人として大切な事柄だということを伝えてほしい。
・生徒への見守りを充実させてほしい。

●心の教育

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○職員に相談しやすいと感じる生徒率80％以上
○学校が楽しいと感じる生徒率80％以上

・毎月、「いじめ・生活アンケート」を実施
・６月と１１月に担任との教育相談週間を実施
(教育相談週間のみではなく、いつでも生徒の話を聴ける
ような関係性の構築と雰囲気づくり）
・全職員における生徒指導の体制作り

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれている」と回答した生徒
は91%。「先生に相談しやすい」と感じている生徒は73%。「学校が
楽しい」と感じている生徒は90%であり、第１回の調査より微減して
いる。
・生徒の悩みや困りごとを共有し、生徒に寄り添った指導を継続し
ていく必要がある。

B

・生徒の悩みや困りごとに対応していただいていると思う。
個々の気持ちを大切に取り組んであると思う。
・「生徒が相談しやすい」が７７％というのは、生徒への接し方
を考える必要がある。
・学校が楽しいと感じている生徒９９％は素晴らしい。
・普段の生活で違和感を感じた時は、情報の共有が必要

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意
欲的に取り組もうとするための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」
と回答した生徒70％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な
回答をした生徒70％以上

・生徒の観察から得た情報や家庭・教師・生徒からの情報
等を全職員で共有し、学校生活のあらゆる場面におい
て、生徒に承認する言葉をかけていく。
・学活や総合的な学習の時間を中心に、生徒の視野を広
げる活動に取り組ませるとともに将来について考えさせる
時間を確保する。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した
生徒が91％、保護者72％と生徒と保護者の意識の差が見られた。
今後、以前からの活動に加え、学級通信等を使って生徒の頑張り
を発信し、意識の差を縮めていきたい。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした生
徒71％、保護者72％である。今後も活動を継続させていきたい。

A

・体験や経験等で夢や目標が変わることがあるだろうけど将
来のことを決める際に職員の助言と家庭との連携をとってほ
しい。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成」 ○朝食喫食率９５％
○「健康に良い食事をしている」生徒９０％以上

・「早寝・早起き・朝ごはん」のチェックシートを活用して基
本的生活習慣を身に付ける。
・食についての実態調査を実施する。

B

・朝食喫食率は88%である。夜更かしをして朝起きれず、朝食を取
らずに登校している生徒が保健室来室した時の様子でわかる。そ
の時は朝食の大切さを指導した。生徒は朝食の大切さを理解はし
ている。 B

・素晴らしい取組だと思う。汁物の残りがなぜ多いのかの原
因を掘り下げてもよいのかもしれない。
・食生活はすべてにつながっているため大切であると伝えて
ほしい。
・給食を残す理由についてアンケート実施など手立てを取っ
てほしい。

○健康意識の向上と体つくり ○体力・筋力が向上したと考える生徒が85％以上 ・新体力テストの実施
・体育の授業前に補強運動（筋力トレーニング）を実施。
学年ごとに負荷・強度を上げていく。 A

・体力の向上を感じている生徒は全体で86％であった。
・運動の好き嫌いによって、やはり授業中の運動量も違っているの
で、嫌いな生徒でも積極的に動けるように、さらなる工夫が必要で
ある。

A

・今後も継続した取組を続けてほしい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を
遵守できた教職員８０％以上
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年次休
暇の取得日数１４日以上

・県下一斉部活動休養日（月の第3日曜日）と週２日の部
活動休養日を徹底する。
・水曜日の定時退勤実施の推奨
・年休取得を促進するため、バースデー年休の取得及び
長期休業中の年休の積極的取得を推奨する。
・学校行事や会議等を随時見直す。

B

・県下一斉と週２日の部活動休養日はどの部活動も１００％達成で
きた。休養と活動をバランスよく計画して活動が行えている。
・定時退勤日や年休取得を意識して業務を計画的に行い、タイム
マネジメントの習慣化を図っていると肯定的に答えた職員は７０％
であった。また、時間外在校時間等の遵守は約６０％の職員がで
きていた。月によっては１００％遵守の月もあたったため、今後も継
続して業務の見直し・改善、行事等の精選を行っていき、業務効率
化の推進と時間外在校時間等の削減に取り組んでいきたい。

B

・先生方は本当に大変だと思う。先生方の心身のゆとりは最
終的に子供達の良い教育環境につながると思うので、少しで
も改善してもらえればと思う。
・中学校は部活動があることで教員の負担につながっている
と思う。教員の心身の不調のないようにお願いしたい。
・適正な業務量となるように計画の見直しが必要

●特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関する専門性が向上した教員８０パーセン
ト以上

・特別支援に関する研修会の実施
・事例の共有を行い、その対処について確認する機会を
設ける。 A

・特別支援教育に関する研修での学びを生徒理解や生徒対応に
生かし、自分自身の特別支援教育に関する専門性の向上に努め
た職員は、100％と特別支援教育に関する意識は高まったと思わ
れる。

A

・今後も特別支援については専門性の向上に努め職員間の
共通理解をお願いしたい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒会活動の活性化

○生徒に学校行事や生徒会活動の中で活躍の場を持た
せ承認する場面を増やし、主体性を高める。

○「専門部の仕事を自覚し、責任をもって忘れずに取り組
むことができている」について肯定的な回答をした生徒７
0％以上

・生徒会、生徒総会、新入生対面式等の行事や専門部の
常時活動の中で活躍する場をたくさん設け、振り返りをさ
せて次につなげる。

A

・「専門部の仕事を自覚し、責任をもって取り組むことができてい
る」について肯定的な回答をした生徒は、98％となった。今後とも、
振り返りの場を設けたり、他校の取り組みを紹介したりして、自治
的な意識を高めていきたい。 A

・学校行事などを見ていて、生徒達が主体的に活躍している
と思う。
・生徒会活動を通して、自覚と責任をもって自発的に行うこと
を望んでいる。

○地域連携

○いきいきからつっ子育成事業を活用したキャリア教育
の実施

〇地域での教育活動に対する生徒満足度を８０％以上 ・各学年で地域での教育活動の充実
　１年ふるさと探訪
　２年職場体験
　３年ふるさと企業訪問 A

・地域の人・もの・ことを活用した学習は好きだと回答した生徒は８
４％であった。ボランティア活動や地域の行事に多くの生徒が積極
的に参加し、その際、地域の方々からいただいた称賛の言葉は、
生徒の肯定感や有用感の向上にもつながったため、今後も地域で
の教育活動の充実を図っていきたい。

A

・地域の方々とのコミュニケーションはよくとれている。子育て
サロンはよい体験。続けてほしい。元気よく挨拶もしてくれる。
・地域での行事・体験活動に参加することは素晴らしい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●学力の向上

唐津市立厳木中学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

学校名

●健康・体つくり

５ 総合評価・
  次年度への展望

・学力の向上については、各学年の家庭学習目標時間達成率が学年が上がるごとに低くなっているため、家庭学習の充実が喫緊の課題である。生徒会と連携し、Ｑフレンズなど家庭学習を充実させる取組を行っているが、今後も継続して取り組んでいくことと、Qフレンズをさらに家庭学習の意欲向上につなげることができ
る内容とするための改善に取り組んでいきたい。また、一人一台端末も効果的に活用していき、学習意欲の向上につながる各教科の課題の工夫にも取り組んでいきたい。
・心の教育について、「学校が楽しい」「自分のよいところが認められている」の項目では、肯定的な回答が９０％以上で、生徒に寄り添った取組や自己肯定感・自己有用感を高めるための取組が展開できていると考える。教育相談や道徳教育をより充実させ、全職員で心の教育への取組を継続して行っていきたい。
・アンケート結果から、生徒会活動の活性化や地域連携においては、おおむね今年度の取組の成果が出ていると考えられる。来年度も生徒の主体性を育む取組を継続して行い、家庭や地域と課題を共有し、学校教育活動を進めていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

・充実した取組が行われているが、今後もさらに工夫して全職員で子どもに寄り添った指導を実施していきたい。特に、学習面については、授業への意欲がある生徒が多いが、基礎・基本の定着や思考力・判断力・表現力については、十
分とはいえない。
・今年度より小学校と併設したことを機会に、小中で継続した学習指導や家庭学習を行い、更なる学力向上つなげていきたい。また、生活面でも小学校と連携した取組を充実させ、子どもたちの自己肯定感を高める手立てを工夫してい行
きたい。

２ 学校教育目標 夢にむかって 学び続けようとする 子どもの育成 ～地域とともに 未来を拓く 厳木小中学校～

３ 本年度の重点目標
・「学力向上」 小中併設校として９年間の系統性を意識した授業展開や発達段階に応じた課題の工夫に取り組み、生徒の学習意欲の向上を図る。
・「社会性の育成」 生徒一人ひとりが活躍できる場面を設け、出番、役割に対する承認を意識した教育活動の展開を通して、生徒の自己肯定感や自己有用感を高める。
・「特別支援教育の充実」 個に応じた支援の実践とユニバーサルデザインの観点を踏まえた環境整備

最終評価 学校関係者評価


